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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、ドイツ語圏における「民謡」研究の歴史を、特にその黎明期、すなわち 1770 年代初頭のヘルダー『オ
シアン書簡』に始まり 1810 年代のグリム兄弟による民謡収集（未刊行）に至る約 40 年間に焦点を合わせて検討した
ものである。序章、７章からなる本論、結語、参考文献一覧で構成され、A4 判 214 ページ（400 字詰め原稿用紙換
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 ただ、本論文では多義的に使用される Volk を、一貫して原語のカナ表記「フォルク」と記述しているが、「フォ
ルク」が日本語の学術用語として成熟していないだけに、違和感を拭い得ない。コンテクストに照らして民衆、民族、
国民、民俗などそのつど適切と判断される訳語を用いた方が論旨が明確になったように思われる。また本論文の対象
である 40 年間という時代の区切りは、ほとんど同時代と言ってもよいが故に、時系列に沿った論述とは違った論の
構成もあり得たであろうし、夥しい年代・人名が出てくるだけに年表、索引が添付されれば理解に資するところ大で
あったであろう。とは言え、それらは本論文の民謡史、民俗史、文学史研究に対する寄与をいささかも損なうもので
はない。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
